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３学期の短さは「１月は行く、２月は逃げる、３月は去る」とよく言

われます。つい先日「３学期が始まった」と思っていましたが、もう月

末。明日から２月です。子どもたちが今年度登校するのも、あと３４日

（６年生は３１日）となりました。 

まだまだ寒さが続いていますが、来週はもう立春（３日）を迎えます。

子どもたちは新しくなった運動場で体を動かしながら、元気いっぱいに

学校生活を過ごしています。ご家庭でも、体調を崩さないように様子を

見守っていただければと思います。ご協力、よろしくお願いします。 

 

≪２月の行事予定≫  

  ３日（月） ５限授業（14:10 下校） 

  ５日（水） 不審者対応訓練 

       ネパール留学生との交流会（３年） 

  ６日（木） 持久走記録会【予備日 10 日（月）】 

  ７日（金） 表彰式・クラブ（３年見学） 

 １２日（水） 入学説明会・物品販売（Ｒ７新入生） 

１３日（木） 和菓子づくり体験（６年） 

 ２１日（金） ６年生を送る会リハーサル・授業公開 

                    （２～４限） 

 ２６日（水） ６年生を送る会 

 ２７日（木） 小さな劇場鑑賞（１～３年） 

  ２８日（金） 委員会 

 

 ２月２１日（金）、６年生を送る会で各学年が発表するプログラム

の練習の様子を、リハーサルとして公開します。 

 １・２年－２限（９：35～10：20） 会場：体育館 

 ３・４年－３限（10：40～11：25）    ※授業中のみ開場 

 ５・６年－４限（11：35～12：20）     入替を行います。 

上記の時間は各教室で授業公開も併せて行います。 

なお、リハーサルのみ撮影は可（授業公開は不可）としますので、個

人情報の取扱いには十分にご留意願います。 
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※詳細な下校時刻は、1/28

配信のＨ＆Ｓまたはプリ

ントでご確認ください。 

 

※昨日今日と行われた授業

公開では、たくさんの方

に参観いただき、ありが

とうございました。 

今後も、マナーを守って

の参観にご協力いただき

ますよう、よろしくお願

いします。 



～「好きな物よりも、自分の命と大切な人たちの命を守ろう」～ 
１月１８日に、地域の防災隊や自警団、日頃から減災

に向けて活動している方を講師として迎え、高花平地

区合同防災学習を実施しました。避難訓練後、災害時

のトイレに関する実験や各学年で防災や減災に関する

体験活動を行いました。子どもたちは今回の学習でい

ろいろなことを感じ、考えたようです。（上記の表題も子どもの感想から） 

【１年】 

・トイレとか食事ができるように教えてくれたから、これから地震がきても備えられる。安心。 

・けむりの中でも消防士はがんばっているんだなーってわかった。 

・火の消し方もわかったし、段ボールでトイレも作れるのもすごい。 

【２年】 

・段ボールだけで作ったベッドは、座っても寝転んでも全然壊れたりしなくてとても快適でした。 

・もし大きな地震がきて自分が役に立てるなら役に立ちたい。 

・地震の映像を見て、ぼくも、もうちょっと対策を家でしようかなと思いました。 

【３年】 

・地震体験車に乗って６強があんなに強いと、南海トラフがくると 

このままでは家族みんなで生き残れないと思ったので、いろいろ 

と対策しないといけないことに気がついた。 

・地震のときは机の下に隠れて頭を守るということが大事なことと 

すごくわかりました。 

・非常食を家でも準備しなきゃと思った。 

【４年】 

・防災倉庫にはいろいろなものが入っていて、もしも災害があって体育館に避難する時があった

ら、倉庫に何が入っているかを教えてあげたいです。 

・いろいろな災害があるけど、防災倉庫があるからちょっと安心する。 

・いろんな大事なお話やトイレの作り方を知って、いつか（地震が）起こったら、もうちょっと

はわかるから、役に立つと思いました。 

【５年】 

・どこの家にもありそうなものでも人を助ける道具になることを 

知った。 

・非常食を食べるとき（教えてもらった）食についてのことをい 

 かして食べました。家でもがんばって意識しながら食べるよう 

 にします。 

・もし自分が災害にあったら自分ができることを見つけて、みんなで協力しようと思った。 

【６年】 

・数か月に１回、非常食の賞味期限の確認をこれからしようと思った。 

・三重県などで南海トラフ地震が起こると言われているから、防災バッグの中をもう一度確認し

て備えたいと思いました。 

・ボランティアは子どもがちょっとでもやることが大切。避難した時に自分の特技をいかして小

さい子と遊んであげたりする。 


